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畜 産 農 家 の 高 齢 化 が 進 む 今 、 畜 産 関 係 機【 は じ め に 】【 は じ め に 】【 は じ め に 】【 は じ め に 】

関 が 若 手 後 継 者 を 育 成 し 、 経 営 安 定 に 導 く こ と が 必 要

。 、 、で あ る 今 回 18年 度 か ら 経 営 移 譲 し た 若 手 酪 農 家 で

関 係 機 関 が 協 力 し 、 総 合 的 な 担 い 手 支 援 を 実 施 し た 。

畜 主 の 希 望 か ら 、 高 泌 乳 の 牛 群 づ く り と【 取 り 組 み 】【 取 り 組 み 】【 取 り 組 み 】【 取 り 組 み 】

良 質 堆 肥 生 産 を 中 心 に 19年 5月 か ら 支 援 を 開 始 。 ① 飼

、 。養 管 理 ： 飼 料 設 計 を 見 直 し 給 与 量 や 給 与 方 法 を 検 討

カ ウ コ ン フ ォ ー ト を 重 視 し 牛 床 を 改 善 。 ② 乳 質 改 善 ：

研 修 会 で 搾 乳 手 順 を 確 認 、 搾 乳 立 会 や 乳 汁 検 査 か ら 乳

房 炎 対 策 （ SA等 ） を 実 施 。 ③ 生 産 性 向 上 ： 定 期 的 に 繁

殖 検 診 を 実 施 、 早 期 発 情 発 見 の 徹 底 。 ④ 堆 肥 化 処 理 ：

新 設 の ロ ー タ リ ー 式 攪 拌 機 付 堆 肥 化 施 設 の 適 正 な 運 用

。 。に よ る 良 質 堆 肥 の 生 産 ⑤ 経 営 者 と し て の 自 覚 を 養 成

① 運 動 器 病 が 12 . 5％ か ら 3. 8％ に 減 少 、 周 産【 成 果 】【 成 果 】【 成 果 】【 成 果 】

期 疾 病 に よ る 死 廃 率 が 激 減 。 ② 衛 生 的 な 搾 乳 作 業 に 改

善 、 乳 房 炎 が 減 少 。 ③ 発 情 の 情 報 管 理 が 徹 底 、 受 胎 率

。 、 、が 向 上 ④ 施 設 運 用 が 軌 道 に 乗 り 堆 肥 の 品 質 が 向 上

耕 種 農 家 へ の 販 路 が 拡 大 。 ⑤ 飼 養 管 理 や 乳 房 炎 対 策 へ

、 。の 意 識 が 高 ま り 経 営 者 と し て の 自 覚 が 芽 生 え 出 し た

こ れ ま で の 支 援 に よ り 酪 農 経 営 の 基 盤【 今 後 の 課 題 】【 今 後 の 課 題 】【 今 後 の 課 題 】【 今 後 の 課 題 】

と な る 技 術 が 確 立 。 安 定 し た 経 営 に 導 く に は 、 畜 主 自

ら 継 続 し た 取 り 組 み が 必 要 。 今 後 は 、 指 導 す る だ け で

、 。な く 畜 主 の 主 体 性 を 引 き 出 す 支 援 を 行 っ て い き た い


